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広島・長崎の原爆投下から72年。○今年2月に原爆文I

’ |；
○1945（昭和20)年8月6日・9日、広島・長崎の原爆投下から72年。○今年2月に原爆文

学者の林京子さん、3月被爆医師肥田舜太郎さん、5月には広島原爆投下の第一報を伝えた
岡ヨシエさん、反核平和運動に貢献された谷口稜曄(すみてる)さんが8月S0日に、元長崎大学長

士山英夫さんが9月2日に死去｡●そうした被爆者の悲願で『核兵器禁止条約』が成立します。

護憲や原発の不条理を訴える－

川崎市『だかつ九条の会｣3度目の南相馬市訪問

浜通&Iの視察と相馬野馬追祭を見学
川崎市高津区『だかつ九条の会｣代表山本武彦さん

-講演や彼礎地案内で

｢原発建設と漁師生活』
輔局志賀綱さん班F儲絵
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6月11日、さい

たま市下落合ｺﾐｭﾆ

ﾃｨｾﾝﾀｰを会場に、

事務局の志賀勝明

さんく写真＞が、

約40人の「原発を

考える埼玉の会」

会員を前に講演。
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1973年、国の原子力委員会は福島第

二原発建設をめぐり、公聴会を開催しま

す。S0人中21人が賛成派で、反対の声

は国・県・町・東電ぐるみでかき消され

てしまいます。

その公聴会に、南相馬市小高区村上の

ホッキ貝漁師の志賀さんは、反対派の一

人として出席｡しかし｢海が汚染される」

と反対していた仲間の漁師たちは、次第

に膨大な補償金のために腰砕けとなり、

志賀さんは孤立無援になり、ホッキ貝も

原発の取水が始まると砂地がなくなり、

水揚げはゼロになる。そして3．11の大

震災と原発事故が起きます。

津波で自宅も漁船も被災します畝 招

かれて全国各地での講演や被災地の案内
に励み、これまでの原発反対運動の状況

や、原発の不条理を訴え続けています。

原発周辺の浪江町や小高区に案内した人

々は、6年間で4,300人にのぼり、そ

のお話は現実の体験に裏打ちされている

ので､大変説得力がありいつも好評です。

埼玉での講演は2時間にも及び、質疑

応答も活発で、共謀罪や9条改憲反対の

話題にも発展し、会場は大いに盛り上が

りました。 （報告:小高区会員

･埼玉県さいたま市在住 青田利幸さん）
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7月29日、「原発被災地の福島県浜通り視察と相馬

野馬追祭を楽しむ旅」と称して、22人がマイクロバス
で川崎市を出発。いわき市で事務局の山崎健一さんが同

乗し、浜通りを北上し視察。第一原発の近くまで行き、

放射線壷が7ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄと高いのにびっくり。そして浪

江町請戸に立ち寄り、相馬市松川浦の旅館に宿泊。

翌30日、南相馬市原町区本町通りで、騎馬武者行列
を目の前で堪能。子ども武者もしっかり行進していて感
動的でした。午後は雲雀が原に。「たかつ九条の会」の
旗を立てて観覧席へ登り､甲冑競馬と神旗争奪戦を見学。
長い歴史の重みと、被災地の苦しみの中、南相馬市民が
総力で復興に励んでいる姿に力強さを感じました。
さらに急遼、飯舘村に向かう。田んぽの中に汚染土を

つめたフレコンパックが並ぶ。方法がないから山稜みの
ままなのか、フレコンバックの耐用年数を考えると不安
でならない。立派な村役場と対照的な風景でした。
福島は植民地のようだと山崎さんは言う。しかし痩災

の201 1年3月から、国会前では毎週金曜日に若者たち
も集まり、「原発再稼働反対・安倍政権は退陣！」を叫
んでいます｡川崎市にも原発ゼロを目指した市民団体や、
福島を支援する団体も粘り強く活動しています。私はこ
の流れとともに、微力ながら「九条の会」を広げていき
たい。原町の皆様、大変お世話になりました。
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九条は局きち
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唯-噸国の安倍蝿ま｢恢兵器禁止条約｣交溌議に不参加

暇聯護
□「未来の人に、戦争の体験は不要です。しかし、戦争の事実を正

しく学ぶことは必要です。一人ひとりの命の重みを知ること、互い

を認めあうこと、まっすぐ世界の人々に届く言葉で、あきらめず、

粘り強く伝えていきます｡」（広島平和への誓い･子ども代表 小6.竹舛直柔君･福永希実さん▲）
■「(核兵器禁止条約の成立は）被爆者が長年積み重ねてきた努力がようやく形になった

もの。条約をいかに活かし、歩みを進めることができるかが、今、人類に問われている｡」
「核の傘に依存する政策の見直しを進めてほしい｡」（田上寓久･長崎市長）

■「(核兵器禁止条約の交渉にすら参加しない）あなたはどこの国の総理ですか。

私たちをあなたは見捨てるのですか」「今こそわが国が、あなたが、世界

の核兵器廃絶の先頭に立つべきです。長崎の被爆者は満腔の怒りを込め、政
府に強く抗議します」（長崎県平棚ｾﾝﾀｰ鵬鶴臘･川野浩一雛長）
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鳳瀞耐弓ﾌZ年廟鱸就疹"諦告の影が，'‘
|南相馬市原町区匿名会員より’父のことば｢職争は罪悪です」

父は長崎で18歳で被爆
私の父は昭和2年生まれで、長崎

神学校の生徒だった18歳で、昭和
20年8月9日午前11時2分に被爆
します。爆心地から南に4～5キロ
の工場に動員されていて、ガラスが
肩に刺さった程度の軽傷でした。
その後、きのこ雲が空いつぱいに
広がって、町が暗くなったことを覚
えていて、また長崎市内の工場で被
爆した校友たちが、ひどい火傷で帰
ってきたそうです。石橋という友達

は、「お世話になりました」と言い

ながら、父が手を握っているうちに
亡くなったそうです。

そんな父の被爆体験談は、今から

34年前の1983年に発行の『私も証

言する』に掲載されています。

久々に読んでみると、その文の最

後の所で父は、「戦争そのものが罪

悪です。軍国主義の時代はもう二度

と来ないでもらいたい。反核運動、

市民運動で戦争のない社会ができれ

ば理想ですね｡」と話していて、今

に繋がっているなと思いました。

がいます。（本会報脱169･伽218･M224に掲栽）
遠藤さんは20歳で広島の軍隊の病院で、8月6日午
前8時15分の原爆投下に遭遇し、廊下の壁に吹き飛
ばされ、やがて「黒い雨」に打たれ莞然とした。その
後脱毛や下痢などの原爆症に苦しみます。
戦後小高区に住み、趣味の俳句や茶道を楽しむ悠々

自適の老後のはずでしたが、3．11原発事故で神奈川県
に5年間も避難。原町区に借家し「小高の家に戻りた
い」という願いも叶わず、今年3月5日91歳で亡くな
ります。この8月6日、広島原爆慰霊碑死没者名簿に
記帳、奉納されたということです。本会会員でした。

， 「夏草や生きて原爆受洗の徒」梵天子（遺作） ー

姻伽埋輯佃湖による

彼蟻体験換蛎 一！
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農場は遠いですが｡．｜

憲法を知り 今と未来に生かそう 主催 福島県九条の会
伊藤 真さん講演会2017年9月24日（日）13時～16時

会場：白河市・白河文化交流館コミネス大ホール
講師の伊藤氏は、1 958年生まれ、東京出身｡_会護土､_塑条の会堂話人、
伊藤塾（法律資格試験指導校）主宰、＜参加券1,000円･事務局へ＞

9日の〃〒筐


